
　 身 の 回 り 品 　 家　庭　用　品 　   雑　　　　貨    食　　料　　品    飲食・サービス      そ　の　他 合 計

販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比

　平成24年　3月 158,818 18.0 43,315  7.9 14,024  △ 3.0 92,336  8.3 271,008 △ 0.8 68,067  12.8 60,756  60.8 708,324 9.9

　　　　　　　　4月 155,019 △ 1.7 42,387  △ 18.6 16,637  △ 5.6 89,286  △ 0.2 270,092 △ 4.5 57,398  △ 7.6 55,436  △ 2.4 686,255 △ 4.5

5月 159,243 9.4 44,301  4.6 18,790  0.6 91,268  5.7 266,292 △ 1.4 67,523  8.2 58,186  4.8 705,603 2.6

6月 149,958 △ 2.9 43,460  △ 6.2 17,968  △ 6.1 85,495  △ 1.5 268,881 △ 0.9 63,518  1.4 53,164  △ 5.3 682,444 △ 2.1

7月 165,876 △ 0.9 49,147 △ 2.3 19,332 △ 11.6 92,403 △ 0.5 263,305 △ 4.0 64,735 △ 2.1 53,406 △ 2.8 708,204 △ 2.7

8月 140,085 8.0 43,795 0.3 18,276 △ 6.7 89,547 △ 5.4 279,810 1.7 71,730 0.5 60,353 △ 12.1 704,366 △ 0.2

9月 129,345 5.0 38,770 △ 1.9 15,214 △ 4.2 73,426 △ 11.5 281,899 4.8 73,547 13.8 61,994 19.3 679,527 4.2

10月 158,094 △ 6.2 39,871 △ 9.2 16,441 △ 10.0 75,497 △ 10.0 260,586 △ 1.3 60,018 △ 0.0 56,716 △ 2.3 667,223 △ 4.2

11月 176,346 2.7 41,236 △ 9.1 23,783 9.6 84,038 △ 5.6 269,747 △ 0.2 57,333 △ 3.3 48,467 △ 20.9 700,950 △ 2.5

12月 194,009 6.1 53,050 △ 2.8 27,283 10.8 117,516 5.2 300,627 △ 0.0 49,477 △ 19.4 54,330 △ 8.0 796,292 0.2

 平成25年　1月 203,636 △ 7.8 51,820 △ 6.7 25,747 14.2 92,101 △ 17.3 309,949 △ 4.2 65,773 △ 1.9 58,308 △ 7.0 807,334 △ 6.5

2月 115,060 △ 6.9 33,711 △ 9.4 15,735 △ 11.8 67,430 △ 18.4 262,939 △ 3.6 57,531 6.9 40,618 △ 10.5 593,024 △ 6.4

 3月 171,997 8.3 45,758 5.6 17,091 21.9 99,789 8.1 277,205 2.3 67,802 △ 0.4 52,027 △ 4.4 731,669 3.3

　　　 　2．前年比の単位は％(△はマイナス)。

 【注】　1．販売額の単位は万円。

岡崎市内大型店販売動向調査結果  〔１8店舗〕  （平成２５年３月分）

　岡崎市内の主要百貨店・スーパー18店を対象とした「大型店販売動
向調査」の平成25年3月分の調査結果がまとまった。それによると、
販売総額は73億1,669万円、対前年同月比3.3％増となり、３ヶ月ぶり
に前年を上回る結果となった。前年より日曜日が1日多かったことが
主な要因。
　部門ごとの結果をみると主力のうち「衣料品」は8.3％増、もう一
方の「食料品」は2.3％増とともに前年を上回った。特に「衣料品」
は気温の高い日が多く春物衣料のシャツやブラウスなどの売れ行きが
好調で、「食料品」は桜の開花時期が例年よりも早かったため、花見
客を中心に飲料や総菜の売り上げは好調だった。
　また「身の回り品」は5.6％増、「家庭用品」は21.9％増、「雑
貨」は8.1％増、「飲食・サービス」は、0.4％減、「その他」は
4.4％減となった。特に「家庭用品」は新生活準備による家具や家電
の販売好調が寄与、「雑貨」は花粉症対応や大気汚染対策でマスクや
サングラスなども例年以上に好調だった。
　今後は、株高効果や円安による輸入品の値上げ前の駆け込み需要な
どが「家庭用品」「雑貨」の高額品を刺激すれば、異次元の景気回復
の始まりを実感するに至ると思う。

　
　

　 衣　　料　　品

対前年同月比3.3％増。新生活準備による家具や家電の販売好調が寄与。
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＜調査にご協力いただいた、ご担当者さまの“生の声”＞
★3月は全体的に好調だった。
★食品・住居関連品は復調。衣料品は依然低迷。
★新生活関連の家具・雑貨は好調。
★花見のピークが3月末に来たことにより集客が苦戦した週もあった。


